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要旨
　この論文の目的は、ドラマブームが一時的にも観光客の来訪者数
増加の要因であり、それが観光従事者を含む住民にどのような影響
を与えているか、そしてドラマが住民にとって良い影響を与えるた
めに観光はどうあるべきかを論じることである。
ドラマブームによる観光の位置づけ
　ドラマブームがどのように観光に結び付くのか、AIDMAの法則の
消費者を観光者に置き換えて、さらに観光者心理と合わせて順を追っ
て解説したい。まず、AIDMAの法則に当てはめてみると、
Attention（注意）：ドラマの予告等を見て興味を持ち、ドラマを見る。
Interest（興味・関心）：そのドラマの 1シーンに惹きつけられそ
の場所がどこなのか関心を持つ。
Desire（欲求）：その場所に行って、ドラマ内人物の見たものを実
際に見てみたい、共感したいと思う。
Memory（記憶）：自分にとって印象的だったそのシーンが目に焼
き付けられ、今度旅行するならその場所に行きたいと思う。
Action（行動）：実際にその場所へ行き、目的が達成される。
　ただ、観光しようと思う人間の行動は主体側の要因と環境的要因
とがうまく合致しなければ行動にはつながらない。どんなにそのド
ラマの1シーンが印象的で行きたいと思っても、交通アクセスが整っ
ていなかったり、全く違う雰囲気に変わってしまっているという情
報が入ったりすれば、他の場所との優先順位が変わるかもしれない
ということが考えられる。
　次に観光者心理について、ドラマのロケ地に行きたいと思うこと
は、緊張解除・社会的存在・自己拡大達成という観光動機に当ては
まる。ドラマの 1シーンを再現したい→ドラマの世界に浸りたい→
日常生活からの逃避という心情は緊張解除の動機であると推測でき
る。また、同じドラマを見ていた友達と同じ感情を持ち、その場所
へ行くことで、また同じ感情を共有することで、親睦が深まり、こ
のドラマはここで撮影されたというドラマに関する知識を得ること
は社会的存在動機であると推測でき、自分自身の行動範囲や知識が
増えたことによる自己拡大達成動機も考えられる。以上がドラマの
ロケ地を旅行したいと思う観光者心理の流れである。
ドラマブームの傾向
　ドラマブームの傾向について、中村哲の「観光におけるマスメディ
アの影響」によると、ドラマブームがそのロケ地への来訪者数に与
える影響の傾向には3パターンある。すなわち「通過型」「ベースアッ
プ型」「無関係型」である。
　第一に「通過型」は、放映前年頃から来訪者数が増加するが、放
映年をピークに減少に転じ、再び放映開始前の水準に戻ってしまう
タイプである。これは、次々と新たに放映される作品に世間の注目
が集まってしまうことが主な原因だが、ロケ地となった場所自体の
魅力や交通アクセスなども多少の原因の一部であると推測される。
　第二に「ベースアップ型」は、放映前年頃から来訪者数が増加し、
放映年にピークに達し、それ以降は減少するものの放映前よりも高
い水準に収束するものである。従来のイメージ＋α効果がみられる
場所やドラマのセットなどを保存し再利用する場所、ドラマ関連イ
ベントによるまちづくりを試みた場所などが、ドラマ終了後でも引
き続き観光客を集め続けている。
　第三に「無関係型」は、ドラマの放映が舞台となった場所への来
訪者数に大きな影響を与えたとは考えられないタイプである。この
タイプはドラマ放映前から知名度が高く、観光客数が多い地域であ
ることが多い。ほかにも土地の近辺に大きな旅行市場がないこと、
直接の舞台となったところへのアクセスがよくないこと、番組その
ものがあまり注目を集めず、大きなインパクトを与えなかったこと
も考えられる。
　以上をふまえて、NHK朝の連続テレビドラマ小説『ちりとてちん』
のロケ地である福井県小浜市と民放の連続テレビドラマ『北の国か
ら』のロケ地である北海道富良野市を調査対象とし、両市に対して
行った調査等をもとにこれからの観光振興を考える。
観光客入込数からわかるドラマブーム効果
・小浜市（放送期間2007年 10月～ 2008年 3月）
　『ちりとてちん』放送開始1カ月後から急激に伸び、その後順調に
伸び続け、放送終了後半年間まで前年より観光客数が増加している。
2008年 10月、11月からは少し下がっているが、放送前年と比べ
ると多い。つまり、放送開始 1カ月間はドラマの影響は見られず、
翌月から観光客が一気に増加しており、ブームの傾向が起こり始め
たと考えられる。ただ、翌年には減少傾向にあり、12月には平年並
みに戻っていることから、11月がブームの終わりであると判断でき、
同時にブームの期間は放送開始 1カ月後から数えて 1年間、放送終
了後から数えて8カ月間である可能性が高いと考えられる。
・富良野市（放送期間1982年～ 2002年）
　『北の国から』は、全24話の連続ドラマから8編のスペシャルド
ラマまで約 30年かけて放送された。連続ドラマや 5本目までのス
ペシャルドラマはあまりドラマブーム効果が観光客入込数に反映さ
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れていないが、『'95秘密』あたりから、本格的にドラマが観光客数
に影響しはじめる。放送終了後 2カ月間は、今までよりより多くの
観光客が訪れている。7月は徐々に人数が増え、過去 5年間 20万
人台の観光客数であったが、ついに30万人を大幅に超えた。ドラマ
が 6月に放送されたこともあり、夏シーズンに観光するきっかけに
つながった可能性が考えられる。
　次の『'98時代』では、今まで下半期の観光客数が上半期より上回っ
ていたのに対し、この年から完全に上半期の観光客数が下半期を上
回っている。さらに、上半期の合計が100万人の大台を超えた。上
半期のみで一気に25万人の観光客がプラスされている。ドラマに関
して述べると、放送 1カ月前から観光客が訪れ始め、放送後 6カ月
間今までより増加傾向にあることが読み取れる。
　最後に放送された『'02 遺言』も時代と同じように、放送 1カ
月前から観光客が訪れ、放送終了後 5カ月間は今までにないくらい
観光客が訪れている。また、'98 時代から 3年空いてこの作品が放
送されたが、前年度比観光客入込数増加割合を見てみると、'98 は
114％、'02は118％でドラマ放送のなかった3年間は100％をきっ
ていた。全体から見ても明らかなようにドラマの影響で観光客が訪
れている可能性が高いことが考えられる。
調査について
①質的調査の前に一度現地へ向かい、一人の観光客としてロケ地巡
りをし、場所や施設等を確認する。
②質的調査（調査対象の質的な側面に着目し、質的データを作り上げ、
質的な分析を行う社会調査）を行い、ドラマのロケ地になった地
域の住民の意見を直接聞くことで、ドラマからどんな影響を受け
たか住民の生の声を探ることができる。また、「現代人の日本人構
造」の中で時系列調査されてきた「生活目標」を測定する質問項
目に基づき、小浜市と富良野市のそれぞれで面接調査した市民の
「生活目標」を伺い、NHKが実施してきた定量調査の情報を参考と
した定性分析を試みる。
ドラマブームが小浜市・富良野市に与えた影響
　どちらも知名度向上がドラマブームで得た一番の収穫だろう。市
の名前を間違えずに読んでもらえるという身近に感じられる影響か
ら、ドラマ放送前から市の産業であったもの（小浜市なら若狭塗箸、
富良野市ならふらのワインなど）を求めて多くの観光客が訪れると
いう町全体にもたらされる影響まで、これほどまでに全国に低コス
トで名前を知ってもらえる機会はそう多くはない。改めてメディア
の影響力を思い知らされると同時に、この機会を逃さぬよう両市が
最大限に町の取り組みに活かすことが必要となると考えられる。
　この論文では、民放の連続ドラマとNHKの朝の連続ドラマの舞台
となった2つの地域を調査したが、それぞれにドラマの良さがあり、
地域のアピールポイントが出ている。この 2つの要素が違和感なく
ドラマの中で融合しているからその地域へ行ってみたいという衝動
が起こる。しかし、目的の場所へたどり着いたときドラマとは違う
と違和感を持ってしまうことがある。例えば、古い町並みが連なっ
ていると思えば、実際は現代建築の家が町並みのところどころに見
られ、少しイメージとは異なってしまいがっかりする。それがドラ
マの過剰演出で起こった地域への悪い影響である。それをどのよう
に観光資源や施設、アクセスなどの総合的な満足度で補うかは、地
域の演出の見せ所である。
　また、ドラマブームを町に定着させるために、①ドラマの雰囲気
をいつでも感じられる場所の確保、②地元の人々がドラマを知り、
地元の良さを認識すること、③ドラマによる地元産業の相乗効果を
狙う、④「るるぶ」の充実＋αを観光振興に活かしていくことが必
要と考えられる。
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